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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　廃液を処理してその固形物含有量、生物学的酸素要求量（ＢＯＤ）および窒素含有量を
削減する循環方法であって、
　被処理流入廃液を、処理微生物を含む廃棄固形物を含有する無酸素性領域内に無酸素性
条件下にて導入するステップと、
　該無酸素性領域からの廃液および処理微生物を、処理微生物を含む廃棄固形物を含有す
る好気性領域内に好気性条件下にて導入するステップと、
　該好気性領域内の該廃液を混合および曝気して、該廃液の該生物学的酸素要求量を削減
し、該窒素廃液成分の少なくとも一部を無機硝酸あるいは亜硝酸成分に転化するステップ
と、
　該好気性領域からの廃液および処理微生物を該無酸素性領域内に導入して混合し、無酸
素性処理微生物代謝用硝酸あるいは亜硝酸酸化成分を得、該硝酸あるいは亜硝酸成分を、
該廃液から除去するために窒素に変換するステップと、
　引き続き沈殿時間を設けて該好気性領域内の該廃液を静止状態に維持し、浄化された上
部層と、処理微生物を含む廃棄固形物を含有して階層化された下部層とを形成するステッ
プと、
　該浄化された上部層の予め定められた部分を該好気性領域から、該流入廃液より少量の
固形物含有量、ＢＯＤおよび窒素含有量を有する処理排水流として除去するステップと、
を含む方法。
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【請求項２】
　前記流入廃液を、前記無酸素性領域内に導入し、前記好気性領域内の予め定められた上
方水位に到達するまで該無酸素性領域から該好気性領域内にポンプ注入する充填ステップ
と、
　該廃液を該好気性領域内にて曝気しながら、曝気後の硝酸あるいは亜硝酸成分を含有す
る廃液を該好気性領域から前記無酸素性領域内に導入し、無酸素性廃液を該無酸素性領域
から該好気性領域内に導入する相互作用ステップと、
　廃液を該無酸素性領域内に導入しながら、実質的な攪拌、曝気または該無酸素性領域か
らの廃液の導入のいずれかをせずに該好気性領域内の廃液を静止状態に維持して、浄化さ
れた廃液の上部領域を得る沈殿ステップと、
　浄化排水を該好気性領域の該浄化された上部領域から取り出す傾瀉ステップと、
を繰返し連続して利用する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記相互作用ステップにおいて、前記無酸素性領域からの無酸素性廃液が前記好気性領
域内に導入され、該好気性領域からの曝気後の液が１時間当たり該無酸素性領域の合計容
量の少なくとも０．１を導入する速度で該無酸素性領域内に導入され、前記充填ステップ
が０．１～２時間実施され、前記相互作用ステップが０．１～２時間実施され、前記沈殿
ステップが０．５～１時間実施され、前記傾瀉ステップが０．１～２時間実施されて、前
記全処理サイクルが１～１２時間実施される請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　無酸素性廃液が、前記無酸素性領域から複数の好気性領域に連続して送り込まれる請求
項３に記載の方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法を実施するための廃液処理用多チャンバ連続回分反応槽であって
、
　廃液処理微生物を含む廃棄固形物を含有する無酸素性タンクと、
　被処理流入廃液を前記無酸素性タンク内に導入するための無酸素性タンク入口と、
　廃液および廃液処理微生物を混合および曝気するための好気性タンクと、
　該好気性タンク内の廃液を曝気する曝気手段、該好気性タンクの上部から液を取り出す
傾瀉手段、および１時間当たり該無酸素性タンク容量の少なくとも０．１倍のポンプ注入
性能を有して、該好気性タンクから該無酸素性タンクへ廃液を導入する手段と、
を含み、
　該好気性タンクから該無酸素性タンクに廃液を導入する該手段が、予め定められた最高
水位に位置する自動オーバーフロー堰である廃液処理用多チャンバ連続回分反応槽。
【請求項６】
　無酸素性領域および好気性領域における廃液連続処理前に、予備処理として前記被処理
流入廃液を生物学的処理することによって汚泥を生成する嫌気性領域内に導入するステッ
プと、該無酸素性領域または該好気性領域からの廃液を該嫌気性領域へ導入するステップ
とをさらに有する方法であって、該被処理流入廃液が該嫌気性領域内に導入され、該被処
理流入廃液の合計懸濁物質の少なくとも一部が該嫌気性領域底部の嫌気性沈殿固形物領域
に沈殿され、該嫌気性領域に再循環された該廃液の前記微生物および他の固形物含有量（
ＴＳＳ）の少なくとも５０重量％が、沈殿した流入廃液固形物と共に該嫌気性領域底部の
嫌気性沈殿固形物領域に沈殿され、該嫌気性沈殿固形物領域に沈殿する前記有機固形物の
少なくとも１０重量％が嫌気的に生物学的に消化されて、嫌気的に消化された固形物、可
溶成分およびガス成分を生成し、流入廃液および再循環された廃液の双方を含む該嫌気性
領域からの廃液が該嫌気性領域から該無酸素性領域に案内され、該嫌気性領域での嫌気性
消化により生成された少なくとも可溶性嫌気性消化成分が廃液流内にて該嫌気性領域から
、無酸素性生物学的処理用に該無酸素性領域へと、好気性生物学的処理用に該好気性領域
へと案内される請求項１に記載の方法。
【請求項７】



(3) JP 4801256 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

　無酸素性および好気性領域における連続処理前に、前記被処理流入廃液を生物学的処理
することによって生成される汚泥が予備処理として嫌気性領域に導入するステップと、該
嫌気性領域からの排水を無酸素性および／または好気性領域に導入するステップと、該排
水を該無酸素性および／または好気性領域から砂粒分離器内に案内して無機固形物を除去
するステップと、砂粒除去後の廃液流を該嫌気性領域に返送して引き続き消化を行うステ
ップとを含む請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　嫌気性タンクと、
　該嫌気性タンクの底部から砂粒分離器内に廃液をポンプ注入して比較的重い無機固形物
を除去するための砂粒分離器への入口と、
　廃液を該嫌気性タンクから前記無酸素性タンクおよび該好気性タンクへと、該無酸素性
タンクおよび／または該好気性タンクから該嫌気性タンクへと循環するための循環ポンプ
とをさらに含む請求項５に記載の廃液処理用多チャンバ連続回分反応槽。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、廃液処理の方法および装置に関し、特に廃液処理用連続回分反応方法および
装置に関する。
【０００２】
発明の背景
　大量の都市廃水および産業廃液から合計懸濁物質（ＴＳＳ）、生物学的酸素要求量（Ｂ
ＯＤ）、窒素（硝酸塩およびアンモニアとして）およびリンなどの廃液成分を経済的に除
去することに対する廃液処理および処理排水の目標および基準は年々厳しくなっている。
１つ以上の処理領域を介して流入液流が連続して処理されながら連続して排出される連続
フロー型の活性汚泥システム、あるいは連続した流入液流が順次処理され、断続的に排出
される連続回分反応槽型の活性汚泥システムが廃液処理に適宜利用されている。
【０００３】
　活性汚泥培養物の様々な種類の微生物は通常、異なる廃液成分を最大限に除去するため
に異なる栄養分、酸素処理および他の条件を利用する。廃液内の有機物質は、酸化する廃
液成分（電子供与体）から酸化物質（電子受容体）に電子を移動する生物学的酸素還元反
応により、エネルギ面からも細胞合成面からも「活性汚泥」微生物により消費される。従
属栄養代謝では有機廃液成分を電子供与体として利用し、独立栄養代謝では無機廃液成分
を電子供与体として利用する。廃液を曝気する好気性システムでは、「活性汚泥」微生物
は酸素を一時的電子受容体として利用する。無酸素システムでは、酸素は実質的に全く存
在しないため、「活性汚泥」微生物は硝酸塩および亜硝酸塩を主な一時的電子受容体とし
て利用する。嫌気条件下では、酸素、硝酸塩および亜硝酸塩は実質的に存在しないため、
炭酸塩および硫酸塩が細胞反応において主な一時的電子受容体としての役目を果たす（Ｍ
．Ｇ．ＭａｎｄｔおよびＢ．Ａ．Ｂｅｌｌ著「ＯｘｉｄａｔｉｏｎＤｉｔｃｈｅｓ」、１
６９ページ、１９８２年、Ａｎｎ Ａｒｂｏｒ ＳｃｉｅｎｃｅＰｕｂｌｉｓｈｅｒｓ出版
）。このように条件が好気性、無酸素性および嫌気性と異なれば、異なる微生物および／
または代謝反応が優占化する可能性があることに留意されたい。
【０００４】
　例えばＭａｎｄｔに付与された米国特許第４，５９６，６５８号に記載された連続回分
反応槽は、所与量の廃液に、同じ回分反応槽装置内において予め定められた順序の異なる
回分式処理ステップを施すことにより高品質排水を得るため、廃液処理に従来利用されて
いる。しかしながら、連続回分反応槽が効率良く、融通が利き、かつ経済的な廃液処理シ
ステムであるとは言え、廃液成分の除去に向けてこれをさらに改良して、処理効率を向上
し、および／または無機性および好気性処理条件などの処理条件の最適化を図ることが望
まれる。
【０００５】
　したがって、本発明の１つの目的は、これらの点において改良された方法および装置と
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、その方法および装置を使用する連続回分反応槽システムとを提供することである。
【０００６】
　都市廃水を処理する生物学的処理工場の多くにおいて、流入廃液のおよそ１～２容量％
が希釈廃液汚泥（ＷＡＳ）としてその処理工程を終了するが、これはさらに処理および/
または処分の必要があるものである。
【０００７】
　したがって、本開示の実施態様のいくつかの目的は、埋め立てあるいはさらなる処理に
より処分しなくてはならない汚泥量を実質的に削減できる処理システムを提供することで
ある。
【０００８】
　本開示によるさまざまな任意の実施態様による他の目的は、表面のスカムを含有しなが
ら静止状態にて廃液を送り、かつ／または廃棄する合計汚泥量を被処理流入廃液の約１容
量％以上～０．０１１容量％未満まで削減することができる処理システムおよび工程を提
供することである。現場あるいはそれぞれの埋め立て地での最終廃棄用に改良された「汚
泥物らしくない」特性を備えた、安定かつ比較的不活性である副産物を製造することもこ
の実施態様の別の目的である。
【０００９】
　以上述べてきた目的ばかりでなく、本開示の他の目的（本発明の異なる実施態様におい
てそれぞれ従属しない別の目的である、あるいは特に好適実施態様においては他の目的と
の組み合わせられる可能性がある）は、以下の詳述ならびに貼付の図面によりさらに明確
になるであろう。
【００１０】
発明の概要
　概して本発明は、廃液の処理に、相互作用する無酸素性領域および好気性領域を利用し
、別個であるが連続して相互作用する無酸素性および好気性領域を使用することにより、
その固形物含有量、生物学的酸素消費量および窒素含有量を削減する連続回分反応廃液処
理方法および装置を提供する。この方法により、被処理流入廃液を、処理微生物を含む廃
棄固形物を含有する無酸素性領域内に導入してよい。通常、この処理サイクルの連続処理
ステップの実行にかかるサイクル時間は合計で２０時間未満となり、１５時間未満であれ
ば好ましいが、このサイクル時間は、被処理不純物の温度、種類および濃度などの要因に
依存して変化する。この流入廃液は通常、様々な種類の不純物を含有している可能性があ
る都市廃水あるいは産業廃液であり、その不純物の例としてアンモニア、有機性窒素、硝
酸塩、亜硝酸塩、可溶性および不溶性炭化水素、セルロース繊維、沈殿性あるいはコロイ
ド性固形物および他の有機物質、無機固形物あるいは砂粒、脂肪、油、油脂およびリン酸
塩、ならびに他のさまざまな不純物が挙げられる。この廃液を無酸素性領域に直接導入す
ることもできるが、濾過、篩い分け、砂粒除去、第１の浄化および／または、無酸素性領
域に導入する前の「塵埃トラップ」固形物収集チャンバなどの嫌気性領域あるいは滞留領
域への通過を行って予備処理を施してもよい。再循環型嫌気性予備処理の利点については
、サージ無酸素性混合処理の記載の後にさらに説明する。
【００１１】
　本発明のさまざまな態様により、無酸素性領域からの廃液および処理微生物を、処理微
生物を含む廃棄固形物を含有する好気性連続回分反応槽（ＳＢＲ）好気性領域内に導入す
る。この領域を処理サイクルの少なくとも主要部分として好気性状態に維持することが好
ましい。好気性領域内の廃液を混合して、曝気処理サイクル時間中に曝気し、廃液の生物
学的酸素要求量を削減し、窒素廃液成分の少なくとも一部を無機硝酸成分あるいは亜硝酸
成分に転化する。上述したように、廃液を好気性領域において、処理サイクル合計時間の
少なくとも半分の間、好気性条件下に維持することが好ましいが、硝酸塩含有物量が比較
的多い廃液などの特定種類の流入廃液によっては、これより短い曝気時間でよい場合もあ
る。廃液と好気性領域からの処理微生物とが一緒に無酸素性領域内に導入かつ混合されて
、無酸素性処理微生物代謝用に硝酸あるいは亜硝酸酸化成分を得、その硝酸あるいは亜硝



(5) JP 4801256 B2 2011.10.26

10

20

30

40

50

酸成分を窒素に転化して無酸素性領域内の廃液から除去する点がこの方法の重要な態様で
ある。引き続き、この無酸素性領域内の廃液を一定の沈殿時間をとって静止状態に保ち、
浄化された上部層と、処理微生物を含む廃棄物質を含有して階層化された底部層とを形成
させる。この処理排水となる浄化上部層の一部を、好ましくは好気性領域から傾瀉するこ
とにより除去してよい。このように傾瀉された浄化液は高品質の処理排水である。被処理
流入廃液は一般に連続して製造されるが、その流速は１日の時間により、さらには週、季
節および他の変化に伴って変動する可能性がある。したがって流入廃液が無酸素性領域内
に導入されると、この領域は、連続回分反応槽システムの処理サイクル中、この流入フロ
ーを少なくとも部分的に緩衝する働きをする。流入フローが止まることはないが、その速
度は一定でなくともよい。流入フローは非連続的（断続的）であってもよいが、通常は絶
え間なく流入して処理容量を満たす必要がある。不断の連続流入フローを容易に調節でき
ることがサージ無酸素性混合システムの利点である。無酸素性領域の、好気性連続回分処
理領域に対する容量比率は、無酸素性領域のフロー緩衝あるいは均一化機能および、廃液
内の窒素のＢＯＤ成分に対する比率と相関関係にある。通常、無酸素性領域の、それが供
給してそれと相互作用する単数あるいは複数の好気性領域に対する容量比率は、約０．２
～約１．０であり、約０．３～約０．７であれば好ましい。都市廃水であれば、通常は無
酸素性領域を好気性領域容量の約半分とするが、窒素量の多い（例えば４０ｍｇ／ｌの濃
度）産業廃液あるいは都市廃水の場合、適切な窒素除去処理を行えるように、無酸素性領
域の容量を好気性領域容量とほぼ等しくしてもよい。上述したように、好気性領域と無酸
素性領域との間の廃液相互作用が重要である。この相互作用を充分に迅速にして効率を上
げる必要があるが、迅速化するあまり、各領域におけるそれぞれの無酸素性および好気性
最適反応変化度を維持できないことがあってはならない。無酸素性領域から好気性領域へ
の廃液および処理微生物の導入と、好気性領域から無酸素性領域への廃液および処理微生
物の導入はそれぞれ、この相互作用の間に、１時間当たり好気性領域の総容量の少なくと
も約２０％の速度で、好ましくは少なくとも約５０％の速度で実施することが望ましい。
好気性領域内の廃液相互作用を、ＢＯＤおよび窒素削減量が所望値に達するまで継続する
。相互作用段階の後、好気性領域内の廃液を静止状態に保って廃液の上部層を浄化し、そ
の浄化された上部層の一部を処理排水として処理領域から排出する。この連続回分処理サ
イクルを連続して反復する。
【００１２】
　本発明の特に好適な実施態様は、
　流入廃液を、無酸素性領域内に導入し、その無酸素性領域から好気性領域内に、その好
気性領域内の予め定められた上方水位に達するまでポンプ注入する充填ステップと、
　廃液を好気性領域内にて曝気あるいは混合する一方で、硝酸あるいは亜硝酸成分を含む
好気性領域からの液を無酸素性領域内に導入し、無酸素性領域からの無酸素性廃液を好気
性領域に導入する相互作用ステップであって、好気性領域から無酸素性領域内への液の導
入および、無酸素性領域から好気性領域への液の導入がそれぞれ、相互作用ステップの間
、１時間につき無酸素性領域内の液量の少なくとも約０．２倍、より好ましくは１時間に
つき好気性領域内の廃液総容量の約５０～約５００％の速度で実施することが望ましいス
テップと、
　流入廃液を無酸素性領域内に導入する一方で、好気性領域内の廃液を、実質的な混合、
曝気または無酸素性領域からの廃液の導入のいずれかをせずに静止状態に維持して、浄化
された廃液の上部領域を得る沈殿ステップと、
　浄化排水を好気性領域の浄化された上部領域から取り出す傾瀉ステップと、
を繰り返し連続する。
【００１３】
　各ステップを合わせたサイクル時間および全体的な回分処理サイクル時間は、さまざま
なシステム設計パラメータならびに、廃液の不純物含有率、水温および同様の要因に依存
する。各ステップの開始および前ステップの終了は、時間を基準にするなどの適切な方法
であればいずれによって制御しても、あるいは処理システム内のさまざまな水位条件を基
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準としてもよい。連続処理ステップのタイミングを、酸素および硝酸探知器などの適切な
センサにより制御することも可能である。全処理サイクルにかかる時間は通常、約２～約
１２時間としてよいが、例えば気候が寒冷である、または有機物あるいは窒素の装填量が
多い条件下ではさらに長くかかる場合もある。充填ステップは通常、処理サイクル時間全
体の約１０％～約３０％をかけて実施され、水理学的滞留時間が約１６～約２０時間であ
るシステムでは通常約６分あるいは０．１時間～約６０分あるいは１時間でよい。相互作
用ステップは通常、処理サイクル時間全体の約２５％～約７５％をかけて実施され、水理
学的滞留時間が約１６～約２０時間であるシステムでは通常０．１時間～約２時間でよい
。沈殿ステップは通常、処理サイクル時間全体の約１０％～約３０％をかけて実施され、
水理学的滞留時間が約１６～約２０時間であるシステムでは通常０．５～約１時間でよい
。傾瀉ステップは通常、処理サイクル時間全体の約５％～約２５％をかけて実施され、水
理学的滞留時間が約１６～約２０時間であるシステムでは通常約０．１～１時間でよい。
【００１４】
　この方法はさらに、相互作用ステップの後および沈殿ステップの前に、別の曝気および
/または混合反応ステップを含んでもよい。このステップにおいて、流入液は無酸素性領
域に導入され、好気性領域内の廃液は、そこに無酸素性領域からの廃液を導入することな
く混合および曝気される。この任意による別個の曝気および/または混合ステップを通常
、約０～約１２時間、好適には約０．１～約３時間、あるいはＢＯＤが２０ｍｇ／ｌなど
の予め定められた値に削減されるまで実施してよい。
【００１５】
　このような処理方法において、廃液物質、特に廃液内で増殖する微生物処理有機物を含
む廃液物質を、この処理システムから定期的に除去してよい。これに関し、廃液物質の一
部を、浄化排水の傾瀉中あるいは傾瀉後、および充填ステップが完了する前に好気性領域
から除去すると望ましい場合がある。廃液微生物および他の固形物を含む廃液を、従来の
経験則により従来の物質分離装置、消化装置、あるいは廃棄装置にポンプ注入してもよい
。しかしながら、このような固形物を含有する廃液の一部を嫌気性「塵埃トラップ」とし
て嫌気性領域に導入し、その後に無酸素性領域に再導入してもよい。このように、廃棄物
質を嫌気性消化することにより、処理システムが生成する総固形物量を大幅に削減しても
よい。さらにリン酸塩の除去を促進してもよい。これに関し、混合した微生物溶液を嫌気
性条件下におくと、細胞からリンが放出され、アンモニアが溶液内に返って、さらにリン
酸塩および窒素含有率の高い流入液流が形成される。残存する微生物は、続いて無酸素性
あるいは好気性領域において無酸素性あるいは好気性環境下に置かれると、特にリン代謝
に関して、放出した量を超えるリンを取り込むことになる。
【００１６】
　沈殿および傾瀉サイクルに時間がかかるため、無酸素性廃液を無酸素性領域から複数の
好気性領域に連続して送り込み、無酸素性領域を最大限使用するようにしてもよい。この
ために、第１の好気性領域が沈殿および傾瀉サイクルにある間、無酸素性領域を充填して
第２の好気性領域と相互作用させてもよい。こうすることにより操作に必要な硝酸および
亜硝酸栄養物をより一定して供給し、システムの連続処理サイクル中に連続流入フローに
必要な均一化および「緩衝」タンク容量を削減できることから、無酸素性領域を最大限に
利用することができる。これによりさらに、処理サイクル中の無酸素性領域操作量の変化
と好気処理領域へのポンプ注入向け引き上げ量とを低減してエネルギ効率を高めることが
できる。
【００１７】
　本発明はさらに、廃液処理用多チャンバ連続回分反応槽システムを目的とする。この処
理システムは一般に、無酸素性タンクと、被処理流入廃液を無酸素性タンクに導入するた
めの無酸素性タンク入口と、廃液および廃液処理微生物を混合および曝気する好気性タン
クと、無酸素性タンクから好気性タンクに廃液を導入するためのポンプとを含む。好気性
タンクは、好気性タンク内の廃液を曝気するための曝気装置と、好気性タンクの頂部から
液を除去するためのデカンタとを含む。この処理システムの重要な構成要素は、好適には
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廃液を無酸素性タンクから好気性タンクへポンプ注入しながら、廃液を好気性タンクから
無酸素性タンクへ導入する手段である。廃液を無酸素性タンクから連続する好気性タンク
へ送り込む手段は、空気吸上げポンプあるいは、廃液処理システムの１日平均として計画
された処理フロー容量の少なくとも約２倍、好ましくは少なくとも３倍の容量を合計して
ポンプ注入可能な単数あるいは複数の遠心ポンプであれば望ましく、好気性タンクから無
酸素性タンクに廃液を導入する手段は、好気性タンク内の予め定められた最高水位に取水
口あるいは堰を有して無酸素性タンク内に排出する自動オーバーフロー設計であると好ま
しい。別個のポンプ注入システムを使用して、無酸素性領域から好気性領域へ、および好
気性領域から無酸素性領域へ別々にポンプ注入を行ってもよい。しかしながら、自動オー
バーフロー堰を使用すると極めて効率が良く、管理も不要である上、次の処理に向けて表
面スカムを有利に無酸素性タンクに返送することができる。さらにこれにより、タンク間
に弁による流量の調整をせずに連続フローを行い、しかも静止状態における沈殿も可能で
ある。
【００１８】
発明の詳細な説明
　本発明の様々な実施態様による方法態様によれば、被処理流入廃液を、処理微生物を含
む廃棄物質を含有した好気性領域内に連続して導入することができる。この好気性廃液混
合液は、一定時間、予め定められた条件下において曝気されて、廃液の生物学的酸素要求
量を削減する。この混合液を引き続き、好気性領域内にて沈殿時間をとって静止状態に維
持することにより、浄化された上部層と廃棄物質を含んで階層化された底部層とを形成さ
せる。こうしたシステムでは、この混合および曝気（充填および相互作用）時間は通常約
１時間～約５時間の場合が多く、約２～約４時間であれば好ましい。沈殿静止時間は通常
、約２時間未満であり、約３０分～約９０分の範囲であれば好ましい。傾瀉時間は通常約
０．１時間～約１時間の範囲である。これらの時間は１処理サイクル当たりの時間である
。
【００１９】
　図１には、本発明によるサージ無酸素性混合、連続回分反応処理の実施態様を示す処理
フローの略図が例示されている。これは図３、図４および図５に示す廃液処理システムの
操作形態を示している。
【００２０】
　図１に示すように、本発明の廃液処理方法の様々な実施態様によれば、被処理流入廃液
の流入液流１００は、好気性領域１０４に隣接する無酸素性領域１０２内に連続的に導入
される。処理する廃液８は通常、連続して生成される都市廃水であるが、その流速は季節
により、およびその日あるいは週の経過状態により変化させてよい。この流入液流を都市
廃水、産業廃棄物あるいは他の生成源から直接導入してもよいが、通常は砂粒および固形
物除去処理により予め処理してから、無酸素性領域に導入する前に「塵埃トラップ」とし
てまず嫌気性領域内に導入される。本発明の実施態様の中には、後述するように、所望に
より嫌気性領域内を用いてこのシステムが生成する固形物をさらに削減できるものもある
。
【００２１】
　図１において、本処理方法を、第１の充填段階、相互作用段階、任意の反応段階、浄化
段階および処理排水除去段階の５つの処理段階に分けて例示する。充填段階において、被
処理流入廃液を無酸素性領域内に導入しながら、好気性領域を無酸素性領域からの廃液で
充填する。廃液の好気性領域１０４への導入は好気性領域１０４内の比較的低い水位から
開始する。無酸素性領域１０２および好気性領域１０４は、滞留した「活性汚泥」処理微
生物を含む混合液を含有する。無酸素性領域１０２の混合は機械的あるいは水力理学的に
行ってよいが、一般に完全には曝気せず、領域内の混合液細菌培養により硝酸塩および亜
硝酸塩を酸化剤として使用できるように無酸素性状態にする。好気性領域１０４は比較的
大幅に曝気し、機械的あるいは水力学的に混合も行って、領域内の混合液を、好気性領域
１０４内の混合液培養菌により酸素を酸化剤として使用できるように曝気状態とする。好
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気性領域に予め定められた高さあるいは容量が満たされるまで充填段階を続行する。この
高さは、液体を無酸素性領域に返送できるよう、自動液体返送堰および管の取水高さによ
り特定すると好ましい。好気性タンク１０４が満杯になったら充填ステップを終了してよ
い、あるいは終了し、この好気性タンク領域１０４からの硝酸塩含有廃液を無酸素性領域
１０２に返送する。
【００２２】
　充填段階に続き、相互作用段階に移る。この相互作用段階において、流入廃液１００を
無酸素性領域内に導入しながら、ＳＢＲ領域にて好気性酸化処理を施された混合液を、無
酸素性領域１０２にて無酸素性処理を施された混合液および流入液１００と混合する。無
酸素性タンクから４リットル（１ガロン）をポンプ注入する毎に、好気性タンクから４リ
ットル（１ガロン）を返送する。この相互作用ステップに、時間あるいは溶解した酸素お
よび／または硝酸探知器により制御される断続的なポンプ注入および曝気を含めてもよい
。被処理流入廃液が無酸素性領域内に流入し続けるため、相互作用ステップの間もずっと
処理システム（領域１０２）も充填し続けることに留意されたい。
【００２３】
　電動式流体用ポンプあるいは空気吸上げ式ポンプなどの適したポンプであれば、単数あ
るいは複数に関らずいずれを使用してもよい。相互作用段階あるいはステップの間、無酸
素性領域１０２からの無酸素性混合液を好気性領域１０４内に導入し、好気性領域１０４
からの曝気された混合液を無酸素性領域内に導入する。これは、無酸素性領域からの混合
液を実質的に満杯の好気性領域１０２内にポンプ注入し、好気性領域１０４から混合液を
溢れさせて無酸素性領域内に返送することにより行ってよい。自動オーバーフローシステ
ムは比較的管理が容易であり、エネルギ効率もよい上、浮遊しているスカムあるいは残存
物を無酸素性領域に返送できるなどの他の利点も備えている。ポンプ注入速度（あるいは
混合速度）は、流入廃液１００を無酸素性領域内に導入する１日当たり平均速度の少なく
とも２倍でなくてはならず、流入廃液１００を領域１０２内に導入する１日当たり平均速
度の少なくとも５倍であれば好ましい。
【００２４】
　無酸素性領域において、ＢＯＤをなす有機成分を含有する流入廃液成分は、混合液微生
物が、好気性領域内にて生成されて好気性領域１０４から領域１０２内に送り込まれ混合
された硝酸塩および亜硝酸塩を利用することにより一部消費される。さらに硝酸塩および
亜硝酸塩成分を窒素ガスに還元して廃液から除去する。無酸素性領域は、脱窒を促進する
、比較的多量のＢＯＤと少量の溶解酸素との反応勾配を有し、好気性領域は比較的少量の
ＢＯＤと多量の溶解酸素との反応勾配を有する。これはＢＯＤ除去ばかりでなく硝化によ
り適切なものである。したがって、相互作用段階において、廃液成分を好気性領域１０４
にて急速に酸化することによっても、無酸素性領域にて使用（およびＮ２として除去）す
る混合液内の硝酸塩および亜硝酸塩を生成することができる。この相互作用段階は通常、
連続回分反応処理のサイクル時間合計の約２０％～約８０％を占める。
【００２５】
　廃棄物質（汚泥）を処理サイクルの相互作用段階において無酸素性領域から除去しても
、あるいは上述したように好気性予備処理領域内に導入して分解および無酸素性領域への
再導入を行い、総合的な固体物の削減および／またはリンの除去を促進してもよい。無酸
素性領域内の混合液を、相互作用段階において、ジェット推進ポンプあるいは好気性領域
の再循環などの適当な方法により継続的あるいは断続的に無酸素性領域内にて混合してよ
いが、一般に曝気は行わない（システム設計条件を超える流入液フロー条件などのまれな
状況を除く）。混合液を無酸素性領域から好気性領域内に導入する速度は、流入廃液１０
２の流入液平均流速の少なくとも２倍であることが望ましく、少なくとも３倍であれば好
ましく、非常に効率のよい実施態様では流入廃液流速の少なくとも約５倍である。このた
め、最大設計流速を最も良い状態で超えたポンプ注入性能を備えるようにし、これは通常
、都市廃水処理システムでは平均流入流速の約２～約４倍でよい。
【００２６】
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　好気性領域１０４内の混合液を好気性領域１０４内にて連続的あるいは断続的に曝気お
よび混合して、効率良くかつ効果的にその領域内にて廃液の生物学的酸化を促進する。Ｆ
ｌｕｉｄｙｎｅＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより製造された、少なくとも２０％の酸化変質
効率を有するＦ２ＪＡジェット式曝気装置などのジェット推進型曝気装置により連続して
曝気および混合を行うことは、エネルギ効率方法として混合および曝気に有効である。処
理段階の進行を水位条件により特定するシステムでは、相互作用段階を、好気性領域１０
４が充填（および無酸素性領域１０２内にオーバーフロー）された時点から、無酸素性領
域における水位が制御水位設定地点、あるいは任意の曝気反応段階を用いる場合は中間水
位に到達するまで延長してもよい。別の方法として、時間を基準とする処理制御システム
および／または硝酸塩および酸素探知器を用いて相互作用段階の長さを制御してもよい。
【００２７】
　上述したように、相互作用段階に引き続き、任意の曝気反応段階あるいは浄化段階を実
施する。曝気反応段階は、たとえ比較的短時間であっても、無酸素性領域から「新鮮な」
廃液を導入せずに、廃液、特に最も新しく無酸素性領域から導入された廃液のうち少なく
とも最も容易に生物学的酸化が可能な成分が好気性領域内において適切な時間をかけて処
理されたことを確実にするために望ましい可能性がある。ＳＢＲ曝気反応段階において、
流入廃液を無酸素性領域内に導入し続ける。この領域は満杯になった時点で容量緩衝器と
しての役割を果たす。無酸素性領域を混合あるいは攪拌してもよいが、この任意の反応段
階を用いるのであれば一般に、この段階において廃液を大量に無酸素性領域１０２から好
気性領域１０４内に導入することはない。
【００２８】
　反応段階に引き続き、あるいは反応段階を用いない場合は相互作用段階に引き続き、浄
化段階を実施する。この段階では、好気性領域１０４内の混合および曝気を停止し、微生
物処理培養菌を沈殿させるために静止状態を保ち、浄化上部層を得る。有効な浄化が達成
できるまでの時間は通常約４５分である。好気性領域１０４におけるこの浄化段階におい
て、流入廃液１００を無酸素性領域１０２内に導入し続けて領域１０２内の水位を上げる
ことに留意されたい。この浄化および沈殿段階を、予め定められた充分な時間をかけて行
い、傾瀉後に好気性領域に残るはずの底部水位より下に生体物質をうまく沈殿させる。
【００２９】
　これに関連して、好気性領域１０４における混合液を沈殿させて浄化された上部層領域
１０６と下部汚泥領域１０８とを得た後、領域１０６の処理浄化済み排水を、沈殿した汚
泥と実質的に混合することなく好ましくは予め定められた水位まで除去する。米国特許第
４，５９６，６５８号に記載され、ＦｌｕｉｄｙｎｅＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎにより製造
されている固定した空気駆動式固形物除去デカンター（ＳＥＤ）傾瀉システムなどの傾瀉
システムを用いて、表面部分の水を実質的に攪拌することなく傾瀉してよい。通常、好気
性領域内の水のうち少なくとも約１５％をこの排水除去段階において傾瀉する。この排水
除去段階において、流入廃液を無酸素性領域１０２内に導入し続けてその水位を最高位ま
で上げてもよい。１０２内内の混合液が長時間放置された場合は、好気性領域からの硝酸
塩含有混合液を混合せずに好気性になる可能性があり、それに応じて、適切と判断されれ
ば混合あるいは適度な曝気を行ってよい。
【００３０】
　排水除去段階（傾瀉）の後、この処理サイクルを繰返す。好気性領域１０４を、充填段
階において満杯の無酸素性領域１０２から好気性領域１０４へ混合液をポンプ注入するこ
とにより満杯にし、これから浄化された排水を除去して低い水位にし、その他のステップ
を繰返す。
【００３１】
　連続回分曝気および傾瀉チャンバと相互作用する無酸素性チャンバを有するサージ無酸
素性混合相互作用設計のこのような連続回分反応槽システムにより、１つの連続回分曝気
および傾瀉処理チャンバを有する従来の連続回分反応槽システムとは異なる重要な利点が
得られる。従来の連続回分反応システムと相互作用するサージ無酸素性混合設計を有する
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連続回分反応槽システムとから以下に算出した設計比較値により、その可能性のある利点
の幾つかを例示する。この比較から、従来の連続回分反応槽容量の７１％まで総タンク容
量が削減され（４１００キロリットル（１．０８ｍｇ）に対して２９００キロリットル（
０．７７ｍｇ））、操作に必要な電力が４２キロワット（５６ｂｈｐ）から３３キロワッ
ト（４４ｂｈｐ）まで削減されたことがわかる。
【００３２】
　図１に例示した処理方法実施態様について説明したように、処理サイクルの浄化段階お
よび任意の反応段階において、無酸素性領域内の廃液および微生物処理培養菌と好気性領
域との間の相互作用はほとんど、あるいは全くない。したがって、図１に示す方法では、
酸化エネルギ源として利用する硝酸塩／亜硝酸塩成分を無酸素性領域に対して周期的に導
入する。流入廃液から除去するＢＯＤおよび窒素の相対量、およびさまざまな連続処理ス
テップにおける流入廃液の収容に適切な貯蔵量などの要因に依存して、無酸素性領域と好
気性領域との間の相互作用をより連続的に行うと望ましい場合がある。これに関連して、
図２に示した略図は、図１の態様に類似しているが、無酸素性領域２０２が、１つの好気
性領域の充填および相互作用段階がもう１つの好気性領域の沈殿および傾瀉段階に対応す
るように時差のある処理サイクルを有する複数の（ここでは２つの）好気性領域１０４、
１０６と相互作用している廃液処理方法の別の実施態様を例示したものである。図２に示
すように、無酸素性領域２０２には２つのサイクルがあり、２つの好気性領域２０４、２
０６との間をスイッチすることにより、実質的に連続的に、好気性領域２０４、２０６の
少なくとも一方を充填かつ／またはそれと相互作用しながら、もう一方の領域では静止お
よび傾瀉段階を実施する。無酸素性領域と好気性領域との寸法比率は、動力学的要件なら
びに水力学的要件による反応処理により特定する。１つの無酸素性領域に２つの好気性領
域を供給する水力学的な斟酌により、合計好気性領域に対する無酸素性領域の容量比率を
引き下げる、あるいはこれとは逆に、同じ容量比率であれば無酸素性領域の水位低下を少
なくすることができる。通常、生物動力学を用いてタンク寸法を算出し、これを流入液フ
ローの水力学的要件に適合させてよい。
【００３３】
　図２に示すように、「第１の」サージ無酸素性混合サイクルを好気性領域２０４の１つ
で開始する。次いで、好気性領域２０４にて、無酸素性領域２０２と好気性領域２０４と
の間に実質的な相互作用を行わずに（任意の）反応段階、浄化段階および排水除去段階を
実施する間、無酸素性領域２０２と第２の好気性領域２０６との間で「第２の」相互作用
サイクルを開始する。図２からわかるように、２つの曝気および傾瀉領域のサイクルに時
間差を設けることにより、無酸素性領域をより有効に利用できる可能性がある。このよう
な方法を用いると、無酸素性領域の生物学的効率の向上と、所与のＳＢＲサイクル時間当
たりに連続する廃液流入液フローの収容に必要なサージ無酸素性混合貯蔵容量が少なくて
よいことから、タンク容量の利用改善に伴うコスト削減とが得られる。操作上の利点とし
ては、無酸素性混合の水位低下の抑性、ＮＯ３返送および補助的な攪拌機を必要としない
混合における安定性、および水力学的ピークフローの取扱易さが挙げられる。欠点として
は冗長となることと性能低下とが挙げられる。特に図２に示すような容量の大きな２槽式
供給方法および処理システムにおいて、および特に低い流入液フロー条件では、各好気性
領域における傾瀉ステップの後、充分な流入液により新たな全ステップを開始する前に「
空いた」時間ができる可能性がある。
【００３４】
　上述したように、相互作用する無酸素性および好気性タンクを使用するように設計した
廃液処理用多チャンバ連続回分反応槽も本発明の目的である。このＳＢＲシステムは、被
処理流入廃液を無酸素性タンク内に導入する入口を備えた無酸素性タンクと、その無酸素
性タンクから廃液を収容し、引き続き廃液と廃液処理微生物とを混合して曝気し、廃液を
沈殿させ、浄化された水をその好気性タンクの頂部から除去し、廃液を好気性タンクから
無酸素性タンクに導入する好気性タンクとを含む。
【００３５】
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　この連続回分反応システムに、廃液を無酸素性タンクから連続する好気性タンクに移動
するための、１時間につき無酸素性タンク容量の少なくとも約０．２倍、好ましくは約０
．５～５倍のポンプ注入性能を有するポンプと、好気性タンク内の予め定められたあるい
は調節可能な液体最高位に、好気性タンクから無酸素性タンクへと廃液を導入する自動式
オーバーフロー流量測定用堰を含むと望ましい。このシステムに好気性タンク用底部水位
制御システムを含んで、好気性タンク内の水位がこの底部水位（ＢＷＬ）に到達したらシ
ステムの充填を開始するようにしてもよい。この制御システムを操作して、供給ポンプあ
るいはジェット推進式ポンプに無酸素性タンクから好気性タンクへとポンプ注入を開始さ
せる。ＳＢＲタンクが満杯になり、充填後予め定められた（調節可能）時間が経過した後
、あるいは溶解酸素設定値に達するまで、相互作用段階において制御システムを操作し、
上述のように時間および／または溶存酸素および／またはＮＯ３量を基準に連続してある
いは断続的に供給ポンプあるいはジェット推進式ポンプの循環を継続する。この制御シス
テムはまた無酸素性タンク内に制御水位（ＣＷＬ）探知器を含む。無酸素性タンクの廃液
水位がＣＷＬ、無酸素性タンク内制御水位に到達すると、供給ポンプあるいはジェット推
進式ポンプが停止して、沈殿用タイマーが浄化サイクルに向けてスタートするようにこの
制御システムを操作する。沈殿用タイマーが切れると傾瀉が開始される。ＳＢＲ内水位が
底部傾瀉水位ＢＷＬまで下がると供給ポンプあるいはジェット推進式ポンプ（あるいはま
ず廃棄汚泥ポンプ）が注入を開始する。
【００３６】
　図３～図５には、１９００～１７０００キロリットル／日（０．５～４．４ｍｇｄ）と
いう通常の最高処理容量用に設計したサージ無酸素性混合連続回分反応槽都市廃水処理プ
ラントの実施態様３００が例示されている。このシステムは平均流入液フローに対して比
較的高い比率の最高水力学的フローを有することから、用途範囲が広いことがわかる（ピ
ークフローにおいて、このシステムの操作によりＮＯ３が別途生成されることはないこと
に留意されたい。図３はシステム３００の平面図であり、これには、実質的に同じではあ
るが２つの別個の処理システム３０２、３０４（段階１および段階２）が含まれる）。
【００３７】
　処理プラント３００の操作にあたり、流入廃液３０６を流入液篩タンク３０８内に導入
する。このタンクは従来設計による螺旋篩３１０を含んで固形廃液成分を除去する。篩に
かけられた廃液は手動あるいは自動により、制御ストップゲート３１２およびスルースゲ
ート３１４を介して一般に好気性である防油沈砂タンク３１６内に流入する。このタンク
は、従来の設計経験則に基づいて、汚泥保持濃化タンク３１８、嫌気条件の発生を制御す
るジェット式吸引器３２０、およびタンク調節器３２２を含む。防油沈砂タンク３１６か
らの廃液を、廃液を臭気制御用タンク３２４の底部方向に位置付ける管３２６を介して無
酸素性タンク３２４内に導入する。無酸素性タンク３２４にはジェット推進式攪拌機３２
６の直線配列を設けてこのタンク内にてこの液体と処理培養菌とを混合する。ジェット式
攪拌機を、無酸素性タンク３２４内に取水口を有する１１キロワット（１５馬力）ジェッ
ト推進ポンプ３２８により作動する。無酸素性タンク内にて処理を施した後、この混合液
廃液を連続回分反応タンク３３０、３３２のどちらかあるいは双方にポンプ注入してよい
。無酸素性タンク３２４および連続回分反応タンク３３０の断面図である図５で最もよく
わかるように、無酸素性タンク３２４内に位置付けられた取水口を有する駆動ポンプ３３
２を用いて、Ｆｌｕｉｄｙｎｅ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製Ｆ２ＪＡジェット式吸引器な
どの連続回分反応タンク内に位置付けられたジェット式吸引器の直線配列３３６を作動す
る。加圧空気も送風機３３８（図３）と適切な曝気装置配管３４０とによりジェット式曝
気装置に提供する。混合液返送堰３４２（図３）も、連続回分反応タンク３３０の「満杯
」状態に対応する予め定められた上部ＳＢＲタンク水位の取水口に位置付ける。混合液を
好気性タンクから無酸素性タンクへ返送するためのこれらの廃液堰および管は、上述した
ようにＳＢＲタンク３３０内の好気性廃液と無酸素性タンク３２４との間で相互作用を発
生させるために重要である。
【００３８】
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　ＳＢＲ処理タンクは、タンク内の廃液を混合し、そのタンク内の液物を曝気する手段を
含む。例示した実施例において、この混合および曝気機能をジェット式曝気装置１２０に
より実施し、この装置は、無酸素性タンクからの廃液加圧流をジェット式曝気攪拌機の廃
液マニホールド内に導入する廃液ポンプ１２２を含む。加圧大気を、従来の経験則により
、送風機を用いてジェット式曝気攪拌機の加圧大気用マニホールド内に導入してもよい。
この加圧液および空気を組み合わせて複数のノズルからタンク３３０内に放出してもよい
。例示した実施態様において、そのノズルは加圧流体および加圧大気用マニホールドに沿
って均一な間隔をあけて規則的に配置されている。このノズルから放出される加圧液流あ
るいは加圧液および空気流をタンクの反対側の壁に向けて方向付けるが、タンク１０２の
底部を横切って押し流させることによりタンク全体を混合できるよう、その方向にわずか
に角度をつけて下向きにしてもよい。
【００３９】
　したがって、ＳＢＲタンク３３０は、浄化処理済排水をＳＢＲタンクから排水放出チャ
ネル３４４に引き抜くためにそれぞれ９５００リットル／分（２５００ｇｐｍ）の容量を
有する、ＦｌｕｉｄｙｎｅＣｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製モデルＳＥＤ１８デカンタなどの固
形物排除デカンタ３４２を含む。このチャネルにて、排水は、濾過、消毒され、かなり浄
化された水流として環境に返送される。
【００４０】
　通常の家庭廃水処理用無酸素性タンクの水力学的滞留時間は、約２時間～約８時間であ
ると望ましく、好気性タンクの水力学的滞留時間は約４～約１６時間が望ましい可能性が
あり、無酸素性および好気性タンク量の合計に対する水力学的滞留時間（１日平均流入流
速を基準に）の合計は約６～約２４時間となる。このＨＲＴは、合計タンク貯蔵量がその
プラントの取り扱う１日合計処理容量を下回るように、２０時間を下回ると好ましく、１
８時間を下回ればより好ましい。例えば、９１００キロリットル（２，４００，０００ガ
ロン）の廃液を１日に処理するように設計され、ＨＲＴを１６時間とする廃液処理システ
ムでは、無酸素性および好気性タンクの処理容量はおよそ６１００キロリットル（１，６
００，０００ガロン）でよく、こうすることにより水力学的滞留時間はおよそ１６時間と
なる。固形物が処理池内に長い処理時間に渡って保持されるため、固形物滞留時間（ＳＲ
Ｔ）は水力学的滞留時間（ＨＲＴ）より実質的に長くなる。
【００４１】
　連続回分反応槽の操作における従来の経験則により、廃液物質汚泥を、無酸素性および
／または好気性タンクの底部から適した配管システム（図示せず）により除去して定期的
に回収してよい。しかしながらさらに、上述のように培養微生物を含む固形物を好気性お
よび／または無酸素性タンクから嫌気性塵埃トラップ３１６に移して固形物全体量を削減
し、リン酸塩除去量を増加してもよい。このように無酸素性タンクからの回収あるいは移
動を、各処理サイクルにつき少量ずつ行っても、あるいは長時間の間をあけて大量に行っ
てもよい。少なくとも一部は引き続き無酸素性領域内に導入される廃液物質を嫌気性領域
に移してリン酸塩除去量を増加する場合、嫌気性領域ではなく無酸素性あるいは好気性領
域からかなりのリン酸汚泥を除去すると好ましい。
【００４２】
　連続回分反応槽３３０の放出端部には、米国特許第４，５９６，６５８号に記載されて
いるものなどの水中放出マニホールド固形物除去傾瀉システム３００が設けられている。
これを利用して予め定められた量の浄化水を処理池３３０から定期的に除去することがで
きる。
【００４３】
　操作にあたり、無酸素性タンクが制御水位（ＣＷＬ）に到達すると、廃液が無酸素性タ
ンクからポンプ注入されてＳＢＲ１を充填し、溢れるまで継続される。同時に時間および
／または溶存酸素および／またはＮＯ３量を基準にする供給ポンプをＳＢＲタンクおよび
無酸素性タンク内にて循環させて、再度、無酸素性タンク制御水位まで到達させる。
【００４４】
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　次にＳＢＲ１への供給を停止し、ＳＢＲ１用の沈殿タイマーを開始し、同時にＳＢＲ１
を静止状態に保持して上部傾瀉領域を浄化する。無酸素性タンクからＳＢＲ２への供給を
開始し、ＳＢＲ１について上述したように継続する。
【００４５】
　ＳＢＲ１に対する沈殿タイマーが切れると、ＳＢＲ１の傾瀉サイクルが開始され、ＳＢ
Ｒ１のＢＷＬに到達するまで継続される。再度無酸素性タンクのＣＷＬに到達すると、こ
のサイクルが繰返される。
【００４６】
　図６および図７には、人口が２００～５００人のリゾート地あるいは小規模なオフィス
－産業複合地域など向けの比較的少量の廃液流用に製造された比較的小型のサージ無酸素
性混合連続回分反応槽廃液処理システムの別の実施態様６００が例示されている。
【００４７】
　処理システム６００において、被処理流入廃液を、一般に通性嫌気性菌を主に含んで嫌
気状態にある塵埃トラップタンク６０２内に連続して導入する。流入液は、トラップタン
ク６０２から７６キロリットル（２０，０００ガロン）の通常（充填）量を有する無酸素
性タンク６０４に流入する。タンク６０４は、その底部付近に流体取水口を備えて、それ
ぞれ７．５キロワット（１０馬力）の動力ポンプ６０６を２つ含む。各動力ポンプからの
流出物は管６０８を介してジェット吸引式曝気装置６１０（好気性タンク６１２内に方向
付けられた、１３０キロリットル（３５，０００ガロン）の通常（充填）量を有するＦｌ
ｕｉｄｙｎｅ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製ＭｏｄｅｌＦＪＡＳＱ４）に方向付けられる。
図７で最も明確にわかるように、好気性タンクにもオーバーフロー堰アセンブリ６１６を
設けて、最高水位（ここでは３．２メートル（１０．５ｆｔ））まで達した混合液を流出
して無酸素性タンクに返送する。好気性領域にも、上部浄化槽の予め定められた部分を、
処理領域内にてその長手方向に水平に配向された傾瀉オリフィスを介して浄化水を流出さ
せることにより処理領域から除去するように適合した、Ｆｌｕｉｄｙｎｅ ＳＥＤ６Ｄｅ
ｃａｎｔｅｒなどの傾瀉システム６１８を設ける。デカンタ６１８は、３．２メートル（
１０．５フィート）の最高水位から好気性タンクを排水するように操作されると、約２．
６メートル（８．４フィート）の最低水位まで機能し続ける。
【００４８】
　傾瀉ステップは、デカンタ６１８の１つの弁を開閉し、水平に延在する傾瀉オリフィス
を介して浄化液に水力学的圧力をかけることにより制御することができる。この傾瀉ステ
ップを、流体トラップ領域を排気し水力学的トラップ領域に連続液体柱を形成することに
より開始してよい。処理されたデカンタ６１８流出物は、排水放流チャンバ６２０に方向
付けられ、そこでさらに濾過および消毒された後、環境に放流される。
【００４９】
　上述したように、本発明のさまざまな装置の態様が、連続回分反応タンクと被処理流入
廃液をタンク内に導入するタンク入口手段とを、最低に予め定められた傾瀉水位に実質的
に対応するタンク内の予め定められた高さに位置付けられた、タンクから液を排水するた
めの水平に延在する傾瀉手段とともに含む。
【００５０】
　図１～図７に例示したものなどの連続システムを含む曝気およびタンクの生物学的処理
タンク、連続回分反応槽およびサージ無酸素性混合処理システムには、タンク含有物の表
面に泡沫およびスカムが集積される問題が起こり得る。泡沫は一般に生物学的処理の始動
時に発生する。曝気中、流入廃液内に含有された界面活性剤が泡沫を発生するものであり
、これは、充分な細菌の増殖とその生体活動とにより、泡沫の発生を抑性できる程度にま
でその界面活性剤が生物学的に分解されるまで続く。廃液処理細菌が増殖および熟成する
につれ、スカムがタンクの水面に発生する可能性がある。このスカムは通常、バクテリア
および、ノカルディア属および他の放線菌あるいは菌類などの他の生物学的増殖物を含む
。他にプラスチックおよび紙などの浮遊物がこのスカムに混ざる場合もある。このスカム
は見苦しく、悪臭の原因となり得る上、デカンタ、浄化装置および汚泥保持処理タンクお
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よび装置などの機械設備の適切な操作を妨害する怖れがある。
【００５１】
　商業的に入手可能である、あるいは誂え品としてさまざまなスカム濾器が存在するが、
これらはスカムの除去に対して完全に有効ではないことがわかっている。これは、スカム
濾器が通常、１回あたり制約された表面積からのスカムしか除去できず、対象となるスカ
ムを含む廃液の量にも制約があり、これは風および波の影響を受ける曝気タンクにおいて
特に顕著である。
【００５２】
　本発明による好適システムの特定態様の目的は、より完全かつ効果的なスカムの除去で
ある。図８は、図１～図７に示すシステムなどのサージ無酸素性混合処理システムの好気
性領域８０６と無酸素性領域８０４との間のフローを制御するように配置された適切な堰
アセンブリ８０２を概略的に例示したものである。処理サイクルの相互作用段階（流体が
無酸素性領域８０４から好気性領域８０６内に導入され、流体は領域８０６から溢れ出し
て領域８０４に返送される）も、処理サイクルの傾瀉段階（無酸素性領域８０４からの流
体が静止状態にある好気性領域８０６内に導入されるが、実質的な混合はない）も図８に
示している。図９、図１０Ａおよび図１０Ｂと併せて図８にて示すように、タンク含有物
を多目的フローおよびスカム制御装置８０２を介してオーバーフローすることにより、泡
沫およびスカムをタンクから効果的に除去し、別のタンクに濃縮してよい。図９および図
１０に示すように堰を適切に配置することにより、水を隆起させ、スカムおよびタンクの
浮遊物を別の濃縮保持タンクあるいは処理工程の「上流」領域内に運搬可能な速度で堰か
ら溢れ出させる。上流処理領域に方向付ける場合、スカムにさらに生物学的処理を施す。
別の保持タンクに方向付ける場合、スカムは長期間の生物学的減成により分解されるため
、別の処理を受けることはない。このスカムに付随する、あるいは一緒に掬い取られた非
生物あるいは不活性材料は、別の排出あるいは吸引システムを利用するなどの適した方法
のいずれかにより容易に除去することができる。オーバーフロータンクから利用可能な水
圧ヘッドを用いて濃縮保持タンクを混合してもよい。類似したオーバーフロー堰のセット
を用いて、タンクの組み合わせを通過するフローを含有および拡散してもよい。フローは
スカム層の下で保持タンクから逆流として排出され、沈殿および傾瀉操作中であればタン
クを攪拌しないように拡散側板を介して濾タンクに流入する。
【００５３】
　壁部９０６により分離された好気性領域９０２と無酸素性領域９０４との間の流体移動
機構としての役割を果たす堰アセンブリ８０２を図９に示す。この堰アセンブリ８０２は
、タンク壁部９０６に平行である第１のバッフル８１０および平行なバッフル８１０を壁
部９０６に接合する２枚の側部外側バッフル８１２、８１４を含む外側フローバッフルと
、バッフル８２０、８２２および８２４を含んで内側にＵ字型包囲形状を形成する内側フ
ローバッフルと、そのＵ字型包囲形状の底部からまず下向き、次いで領域９０２からタン
ク壁部９０６を介して領域９０４まで延在する管８２６とを含む。連続処理サイクルの沈
殿および傾瀉段階において、無酸素性タンクあるいは領域またはいずれか他のいずれの源
からの流体をも、その沈殿した排水を攪拌することなく、また排水出口流へ「短絡」する
ことなく導入することが重要である。これに関して一般に、処理サイクルの沈殿および傾
瀉中に無酸素性領域から好気性領域に流体を導入しないことが望ましい。しかしながら、
高い流入液フロー条件におけるこのシステムの処理性能は卓越しており、沈殿および傾瀉
段階であっても無酸素性領域にて部分的に処理された廃液の幾分かを好気性領域内に通過
させる必要がある場合もある。図１０Ａに示すように、堰装置８０２はフローの調節およ
び拡散を、フローが無酸素性タンクから沈殿および傾瀉が行われている好気性領域に導入
される得る環境下においても効果的に実施することができる。図１０Ａに示すように、無
酸素性領域内の水力学的レベルがバッフル板８２０、８１０、８２４の頂部を超えると、
この水圧ヘッドから導入されるフローが、内部バッフルおよび管８２６を取囲むバッフル
板８１２、８１０、８１４が形成する側板領域内を通過する。このように廃液流体は僅か
に下向きの勢いを持って好気性領域内に、さらに、沈殿固形物およびバクテリアを含有し
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てその下に位置し、処理浄化済排水が除去される上部浄化領域から遠ざかる方向の沈殿領
域に導入される。このようにして流体および/または無酸素性タンク含有物の短絡を防止
する。流体にフローの調節、静止、および方向付けを行うと、その流体は沈殿汚泥内に拡
散して、高流速処理の改善を図ることができる。再度、図１～図７に例示したシステムな
どのサージ無酸素性混合処理システムについて、処理サイクルの相互作用段階において、
堰装置８０２は、スカムの掬い取りおよび混合液の再循環機能を上述のように行う。これ
について、相互作用の間、無酸素性領域からの廃液は、好気性領域の水力学的レベルが堰
８０２の頂部高さに到達するまで好気性領域内に導入される。これにより、（流入廃液を
含めた後も）無酸素性領域内の水力学的レベルが同時に低下する。図１０Ｂに示すように
好気性タンク内の水力学的レベルが、バッフル８２０、８１０、８２４の形成する堰頂部
に到達すると、その堰に隣接する好気性領域の表面にある、スカムおよび／または泡沫を
含む廃液が管８２６を下り、壁部９０６を介して隣接する無酸素性領域内に移動する。廃
液が好気性領域内にポンプ注入されつづけるため（上述したように別個のポンプを介して
）、表面液体およびその周囲のスカム、表面砂粒および/または泡沫が連続処理として上
流の無酸素性領域に移動しつづける。
【００５４】
　上述のように、本開示の幾つかの実施態様の目的はさらに、汚泥生成量が削減される集
積型廃液処理システム、および/または、廃液の生物学的処理汚泥を処理して、その、特
に有機物を含む容積および体積を削減する別個のあるいは「独立した」システムである。
したがって、本明細書内に記載した汚泥削減性能を、上述のサージ無酸素性混合、連続回
分反応槽、廃液処理システムの設計内に集約することができる。このシステムでは、被処
理流入廃液を嫌気性領域に導入すると、流入排水が含む全懸濁物質の少なくとも一部が、
嫌気性領域底部の嫌気性沈殿固形物領域に沈殿する。無酸素性および好気性処理工程によ
り生成された微生物汚泥を含む無酸素性および/または好気性領域からの廃液を嫌気性領
域に再循環し、この嫌気領域に再循環された廃液の微生物汚泥および他の固形物含有物（
ＴＳＳ）の重量を基準に少なくとも約５０％が、沈殿した流入廃液固形物と共に嫌気性領
域の底部に嫌気性沈殿固形物領域に沈殿する。嫌気性分解条件下において、未処理流入液
固形物の沈殿した混合物と再循環された微生物汚泥固形物との混合物を嫌気的に分解する
。通常、沈殿固形物領域に沈殿する流入液有機固形物および再循環された微生物固形物の
重量を基準にその少なくとも約５０％を嫌気的に生物学的に消化して、嫌気性に消化され
た固形成分、可溶成分およびガス成分を嫌気性領域内にて生成する。流入廃液および再循
環された廃液の双方を含む嫌気性領域からの廃液を、嫌気性領域から無酸素性領域へ案内
し、それと共に無酸素性領域における無酸素性生物学的処理と好気性領域における好気性
生物学的処理に向けた可溶性嫌気性消化成分を運搬させる。同様に、好気性あるいは嫌気
性消化槽あるいは活性汚泥システムなどの、別の生物学的処理あるいは汚泥処理システム
からくる汚泥を処理するための独立システムを設けて、埋め立てあるいは長期に渡る処理
工程により廃棄しなくてはならない、それらの分解槽あるいは他の汚泥源からの汚泥量を
削減することができる。このような集約型汚泥削減システムおよび独立型汚泥削減システ
ムの例として、図１１～図１４に、未処理下水処理用、および/または汚泥管理、削減お
よび消費あるいは分解用の、嫌気性、無酸素性および好気性工程を集積したシステムを例
示する。このようなシステムでは、この特徴を備えずに生成された汚泥に比較して、最終
的に廃棄する有機汚泥量を８０重量％以上削減できなければならない。これについて、好
気性あるいは嫌気性消化前に従来技術により生成される有機汚泥量は通常、被処理流入廃
液内ＢＯＤ５の１ｇにつき約０．４～約０．８ｇである。本開示による嫌気性／無酸素性
汚泥再循環を利用したシステムでは、システムが生成する有機汚泥量を好適には流入液Ｂ
ＯＤ５の１ｇあたり約０，２ｇ未満の有機汚泥まで削減でき、ＢＯＤ５の１ｇあたり約０
．１ｇ未満の有機汚泥まで削減できれば好ましい。
【００５５】
　例えば図１１～図１４に例示したシステムにおいて、未処理あるいは予備処理済下水を
、図３のシステムにおけるトラップ領域３１６、あるいは図６のシステムにおけるトラッ
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プ領域６０２に対応する第１の嫌気性領域に導入する。この嫌気性領域は、混合しないあ
るいは軽く混合するだけにして、無機固形物および沈殿の速い有機固形物を領域底部に沈
殿させ、そこで濃縮させる。有機固形物を沈殿の有無にかかわらず嫌気性消化処理にかけ
、有機成分を消費し、二酸化炭素、メタン、アンモニア、硫化水素、および有機中間体あ
るいは分解生成物などの嫌気性消化による生成物を生成する。これら嫌気性消化生成物の
多くは可溶であり、液体相にて次の無酸素性／好気性領域を通過し、上述したようなそれ
ぞれ無酸素性および好気性条件下における連続微生物処理を受ける。副生成物の中には揮
発してガス相として通過するものもある。所望であれば、塩基性吸収剤への通過あるいは
それによる濾過などの従来の経験則により、臭気制御を目的として排気処理を行ってもよ
い（カバーされた嫌気性タンクを示す図１４を参照）。嫌気性領域の表面装填速度は約４
～４０キロリットル／平方メートル／日（１００～１０００ガロン／ｆｔ２／日（４～４
０Ｍ３／Ｍ２／日））であると好ましい。有機物装填速度は約１～５キログラム／立方メ
ートル／日（６０～３００ポンド／１０００ｆｔ３／日（１～５Ｋｇ／Ｍ３／日））であ
れば好ましい。
【００５６】
　嫌気性領域を通過する廃液フローは、上記に開示し、図１１Ｂおよび図１２に示すよう
に固形物、有機物および窒素含有成分を無酸素性および好気性領域における次の処理まで
運搬する。無酸素性および／または好気性領域にて生成される排気汚泥を、嫌気性領域に
再循環してさらに消化する。嫌気性領域の有機固形物は上述のように連続的に分解され、
消費されて、嫌気性領域内のフローにより有機物が洗浄される、あるいは水簸されるため
、嫌気性領域内には重い無機固形物が残留する。この重い無機固形物は、生物学的により
不活性な有機物と共に嫌気性領域の底部で濃縮し、ここで嫌気性処理により時間をかけて
分解されつづけ、定期的な除去が可能となる。しかしながら純粋な好気性消化とは違い、
本開示によるシステムの利用により大量の固形物の濃縮が可能である。８０％のＶＳＳ削
減および５％の残留固形物濃縮を実行すると考えると、仮説による４０００キロリットル
／日（１ＭＧＤ）プラントの上述した実施例から、１日当たりたった７．６キロリットル
（２，０００ガロン）の廃棄用残留固形物しか残らない。この量は流入液流のわずかおよ
そ０．２％である。図１１Ａにおいて、「従来」廃液処理における一般の固形物バランス
を例示する。図１１Ａに示すように、流入１１０２は通常、０．０２重量％の合計懸濁物
質（ＴＳＳ）を含み、そのうち約８５％が通常揮発性懸濁物質（ＶＳＳ）である可能性が
ある。合計懸濁物質の残りの１５％は不活性で生物学的に分解不可能な無機物あるいは他
の不揮発性懸濁物質（ＦＳＳ）である。この流入廃液１１０２を生物学的処理システム１
１０４により処理して処理排水１１０６を生成する。この中の合計懸濁物質は約０．００
２重量％まで削減され、これらは実質的に１００％揮発性懸濁物質（ＶＳＳ）である。そ
こで、不活性無機物あるいは他の不揮発性懸濁物質（ＦＳＳ）の実質的にすべてを、従来
の生物学的処理により処理排水１１０６から除去する。この生物学的処理システム１１０
４はまた、その７０重量％が流入廃液流１１０２からの揮発性懸濁物質であり、残りの３
０重量％が無機不活性不揮発性懸濁物質である通常約０．２～約１％の合計懸濁物質を含
む廃棄汚泥流１１０８を生成する。通常、生物学的処理廃液流を好気性消化槽１１１０内
で好気性消化を行ってさらに病原体および揮発性懸濁物質含有物を削減する。この好気性
消化槽からの汚泥流１１１２は通常、その６０重量％がまだ分解されていない流入廃液流
１１０２からの揮発性懸濁物質であり、残りの４０重量％が不揮発性懸濁物質である比較
的高い約２％の合計懸濁物質を含む。この好気性消化槽からの汚泥流１１１２は従来、遠
心機あるいは他の適した脱水システム１１１４により脱水されて、約１５～２０％の合計
物質を含む固形汚泥１１１６を生成するが、その約６０重量％は揮発性懸濁物質含有物と
して残留したものである。この固形汚泥１１１６は上述のように廃棄および／またはさら
なる処理を施す必要がある。脱水システムにより分離された水流１１１８は好気性消化槽
１１１０からの浄化排水であるため、これを生物学的処理システム１１０４内に導入して
もよい。
【００５７】
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　本開示による汚泥削減システムにより、図１１Ｂに例示するように、廃液処理システム
が生成する固形物をかなり削減することができる。図１１Ｂは、流入廃液を生物学的処理
することにより生成される廃液汚泥の再循環嫌気性処理を利用した汚泥削減システムによ
る一般の固形物バランスを示す。図１１Ｂに示すように、流入廃液流１１０３は同様に通
常、約０．０２重量％の合計懸濁物質を含み、その８５％が通常揮発性懸濁物質成分であ
り得る。再度、流入廃液流１１０３の合計懸濁物質のうち、残りの１５％は不活性で生物
学的分解不可能な無機物あるいは他の不揮発性懸濁物質である。図１１Ｂの再循環嫌気性
システムでは、流入廃液流１１０３は嫌気性領域１１０５内に導入される。嫌気性領域１
１０５にて、この流入廃液流（および嫌気性領域に導入された他の汚泥成分、これについ
ては後述する）に嫌気性分解処理を施すと、上述のように可溶有機成分と共に二酸化炭素
、メタン、アンモニアおよび硫化水素などの低分子重量の可溶かつ揮発性成分が生成され
る。嫌気性領域１１０５を出る廃液流１１０７は通常、その約９５重量％が揮発性懸濁物
質であり、残りのたった５重量％が不揮発性懸濁物質である約０．１％の合計懸濁物質を
含む可能性がある。この嫌気性排水流１１０７を、無酸素性領域１１０９内に導入し、そ
こから上述などのサージ無酸素性混合連続回分反応槽システムの好気性処理量１１１１に
送り込む。廃液処理有機物が連続回分反応槽システム内に滞留するため、無酸素性領域１
１０９と好気性領域１１１１との間で連続的に再循環される廃液流１１１３および１１１
５は同様に、そのおよそ９５重量％が揮発性懸濁物質である約０．２～約０．５重量％の
合計懸濁物質を含む。好気性領域１１１１から放流される処理済廃液流１１１７はおよそ
たった０．００１％の合計懸濁物質しか含まず、実質的にそのすべてが揮発性懸濁物質で
ある。このように、本開示による汚泥削減システムは廃液処理工程により生成される汚泥
の再循環好気性処理を利用する。これについて、廃液流１１１９は、サージ無酸素性混合
処理システム（無酸素性タンク１１０９および好気性タンク１１１１のどちらか一方ある
いは双方から）から流入する。好気性領域内の廃液は、懸濁物質を沈殿して浄化排水を生
成する傾瀉ステップ後、やや多い固形含有物を含むことに留意されたい。この廃液流１１
１９が好気性領域１１１１からの傾瀉ステップの結果起こる沈降物および液体残留物から
選択される場合、その合計懸濁物質含有量はやや高くなり、この固形含有物の移送に必要
な液体量がやや少なくなる可能性がある。しかしながら、これには別個のポンプを用い、
より多くの好気性液体を嫌気性領域内に導入してよい。したがって、このシステムの好適
実施態様は、廃液を無酸素性領域１１０９から嫌気性領域１１０５までの連続再循環を含
む。いずれの場合も、嫌気性領域１１０５に返送される廃液１１１９の合計懸濁物質含有
量は通常、処理システムへの流入液１１０３が含む合計懸濁物質あるいはＢＯＤ５量の少
なくとも約０．３倍である。したがって、無酸素性および／または嫌気性領域１１０９／
１１１１から嫌気性領域１１０５に連続的あるいは断続的に再循環される液物流１１１９
の流速は通常、被処理流入廃液１１０３の流速の約５０／１～約１／３００倍（より一般
に１００～２００％）である。比較的静止状態である嫌気性領域１１０５に投入されると
、再循環された液体１１１９が含む微生物および他の固形含有物は嫌気性タンク１１０５
の底部に沈殿する傾向を示し、上述のように、ここで嫌気性消化処理を施されて一部はガ
スおよびさらに可溶性の成分に転化される。その約半分が揮発性懸濁物質であり、残りの
半分が不揮発性懸濁物質である約３～約５重量％の合計懸濁物質というやや高い固形含有
物を含む廃液流１１２１を、定期的あるいは連続的に嫌気性領域１１０５から放流して更
なる処理および処置を施してよい。この削減と揮発性懸濁物質とが、次の処理要件の多大
なコスト削減につながることに留意されたい。汚泥削減ステップを液体処理ステップ内に
組み込んだ集約型システムにおいて、嫌気性領域の容積は、嫌気性＋無酸素性＋好気性容
積合計の通常２０～４０％であり、通常、流入液流の沈殿要件および有機濃度により設定
あるいは制御される。家庭廃水に対して、好適表面装填速度は、嫌気性領域について１２
～２４キロリットル／平方メートル／日（約３００ガロン／ｆｔ３～約６００ガロン／ｆ
ｔ３）である。有機濃縮物量が多い産業廃棄物あるいは、流入液流が別のシステムで取り
扱われ、有機物が被処理汚泥流内で濃縮される独立型汚泥削減システムでは、嫌気性領域
は通常総容積に対して多くの比率を占める。この場合の嫌気性領域の容積は通常、約２ｋ
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ｇＢＯＤ５／Ｍ３から約６ＢＯＤ５ｋｇ／Ｍ３の有機物装填率を得られるように設定する
。
【００５８】
　残留した固形物を、さらに別の分離工程によりさらに削減してもよい。図１２には、廃
液を嫌気性、無酸素性、および好気性領域内に再循環することにより集約型汚泥削減を実
施可能なサージ無酸素性混合廃液処理システムが例示されている。このシステムでは、被
処理流入廃液流入液１２０２は比較的静止状態にある嫌気性領域１２０４に導入され、こ
こで流入液内の懸濁物質は沈殿し嫌気的に消化される。この嫌気性領域から出る、嫌気性
消化により生成された可溶有機成分を含む排水１２０６は、無酸素性領域１２０８に導入
され、ここで無酸素性処理を施されると、可溶性有機材料が消費されて窒素を放出し、続
いて無酸素性流１２１４として好気性領域１２１０にポンプ１２１２によりポンプ注入さ
れる。上述したように、好気性領域１２１０内の廃液には、周期的な好気性処理、無酸素
性領域への再循環、沈殿、および浄化処理排水流１２１６の傾瀉処理を施す。無酸素性領
域１２０８および好気性領域１２１０は、特に図１１Ｂに関連して上述したように、廃液
流１２２２を嫌気性領域１２０４に無酸素性および／または好気性領域から再循環するこ
とにより嫌気性領域１２０４と集約されている。生物学的分解用にＶＳＳを濃縮するため
、スクリーン１２１８を用いて、プラスチック片などの生物学的分解されない比較的大き
な固形不活性物質を分離し、これらを比較的不活性な排出成分１２２０として除去する。
スクリーンを通過した廃液流１２２４は図１２Ａに示すように嫌気性領域に返送される。
この嫌気性領域１２０４において、その底部にある沈殿固形物の一部１２２６を、Ｃｅｄ
ａｒ Ｆａｌｌｓ ＩｏｗａにあるＦＬＵＩＤＹＮＥ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ製モデル番
号ＦＨＧ１、登録商標Ｈｙｄｒｏｇｒｉｔ砂粒分離器などの従来設計のものでよい砂粒分
離器サイクロン１２２８を介して定期的なポンプ注入により比較的静止状態で嫌気性領域
内に返送する。この処理により除去される砂粒流１２３０は、砂および粘土などの無機成
分を比較的多く含むため、廃液濾過ケークよりも脱水および埋め立て地での廃棄がしやす
い。このような分離スクリーンおよび集塵サイクロン処理は、この集約システム内の様々
な他の液流に対して行ってよい。有機汚泥ＶＳＳ成分は、さらなる汚泥削減のためにこの
システム内に保持されるが、従来の経験則から必要に応じて定期的に余剰汚泥を除去して
よい。図２および図３のシステムのような、汚泥削減処理設計を有する２槽式サージ無酸
素性混合処理システムが、図１２Ｂに同様に図示されている。流入廃液１２５２は攪拌さ
れていない嫌気性タンク１２５４内に導入され、２つの好気性タンク１２５８、１２６０
と相互作用する１つの無酸素性タンク１２５６に放流される。無酸素性タンク１２５６か
らの廃液はスクリーン１２６２、１２６４を介して寸法が大きく生物学的分解が不可能な
材料を除去された後、嫌気性タンクに再循環される。その嫌気性固形物を、上述のように
無機砂粒分離器１２６６を介して循環し、ＦＳＳ１２６８を除去してもよい。
【００５９】
　小型処理プラントでは、嫌気性領域を、塵埃および砂粒の収集し、これらを最終的な廃
棄に向けて洗浄することにより予備処理として使用することもできる。したがって、この
ようなシステムに、汚泥を再循環し、無酸素性タンクに放流する追加予備処理タンクを備
えてもよい。このタンク内の汚泥を、上述および図１２～図１４に示すように、スクリー
ンおよび／またはサイクロンを介して再循環し、不活性物質を除去してもよい。
【００６０】
　本発明による処理システムを、既存のあるいは別個の生物学的処理プラントからの汚泥
処理およびその削減に使用することもできる。この用途において、好適実施態様は、連続
したあるいは定期的な汚泥スクリーニングおよび無機物除去を組み入れて無機物を除去お
よび濃縮し、その他の有機汚泥を実質的に完全に酸化する。図１２Ｃ（汚泥削減システム
および無機物除去を含むＳＲＳ）に示すように、生物学的処理プラントあるいは汚泥保持
タンク１２８４からの廃液汚泥あるいは混合液１２８２を細目スクリーン（０．０１０～
０．１００スロット開口）１２８６を通過させることができ、スクリーン処理後の汚泥の
すべてあるいは一部を攪拌されていない嫌気性領域１２８８内に導入する。このバランス
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で生物学的処理プラントおよび／または好気性消化槽１２９０に再循環する。再循環ポン
プ１２９２が嫌気性あるいは無酸素性領域から汚泥を含む無機物を取り入れてサイクロン
１２９４内を通過させることにより、連続的に無機物を除去する。細目スクリーンにより
プラスチックの小片および破片を除去する。これらは自然界では有機物となる可能性もあ
るが、生物学的分解に対して耐性を示すため本質的に不活性と見なすことができる。細目
スクリーンにより、寸法のさらに大きな無機粒子を除去してもよい。ハイドロサイクロン
により、最長寸法が２５ミクロンまでの無機粒子を除去することができる。このスクリー
ンおよびハイドロサイクロンにはじかれた物質を５０％以上の固形物濃度に本質的に脱水
する。無機物を連続的に除去することにより、嫌気性領域１２８８内に残留する有機固形
物用の余地ができるため、処理時間および生物学的分解を追加することができる。適切な
時間および条件を与えることにより、有機汚泥を最終的に実質的に消費および分解する。
主に残留する生成物は篩かすおよび除去された無機物であり、これらは大型ゴミ収集容器
に収集されて最終的に埋め立て廃棄されるのに適している。篩かすおよび無機固形物は生
物学的処理により排除されるため、これらは比較的安定であり、埋め立て用として問題な
い。同様に、図１２Ｄには、本明細書に記載したようなサージ無酸素性混合連続回分反応
システムを利用するように適合された、従来の生物学的処理あるいは汚泥保持タンク１２
８３からの廃棄汚泥１２８１を処理する独立型汚還元システムが例示されている。図示の
ように、廃棄汚泥をまずスクリーンにかけて、携帯用大型ゴミ収集容器あるいは他の容器
に廃棄するプラスチック片などの寸法の大きな生物学的分解が不可能な成分を分離し、そ
の後直接、比較的静止状態の嫌気性タンク１２８７を含む汚泥削減システムの無酸素性（
あるいは好気性）タンク１２８５と好気性タンク１２８９とに導入してよい。廃液は、集
塵サイクロンを介して無酸素性タンク１２８５および／または好気性タンク１２８９から
、排水１２９２（流入排水として廃止処理システムに導入可能）をそのタンクから浄化し
た後、嫌気性タンクに再循環される。無機砂粒成分は廃棄用として害が比較的少なく、除
去しなければ蓄積されていくこの成分を除去することにより、嫌気性タンクの生物学的処
理の効率を上げることができる。図１２Ｄに示す独立型汚泥削減システムにおいて、この
システムに導入される廃棄汚泥１２８１は通常、比較的多量の固形含有物を含むため（例
えば少なくとも約０．２重量％の固形物）、このシステムは特に、汚泥のＶＳＳ成分を削
減するように適合されている。このシステムにおいて、好気性タンク１２８９（あるいは
無酸素性タンク１２８５）からポンプ注入される廃液の再循環流速は通常、無酸素性（あ
るいは嫌気性）タンクに導入される被処理廃棄汚泥１２８１の流速の少なくとも約５０％
とする。都市廃水汚泥では、この再循環流速は廃棄汚泥１２８１の流速の、約０．５～約
５倍の範囲であると望ましい。嫌気性タンク１２８７は通常、嫌気性、無酸素性および好
気性タンク１２８５、１２８７、１２８９を合計した容積の約２０～約６０％を占める。
同様に、嫌気性、無酸素性および好気性タンクを合計した処理容積あるいはタンク貯蔵量
の中で、無酸素性タンク１２８５は通常約１０～約４０％を、好気性タンク１２８９は通
常約２０～約６０％を占めるようにして、システムの汚泥削減力を最大にする。
【００６１】
　無機懸濁物質の実質的にすべてが除去および５０％固形物含有量にて廃棄され、５％固
形物濃度にて１０％の残留有機物質があると想定すると、上述の４０００キロリットル／
日（１ＭＧＤ）実施例から合計わずか約１．５キロリットル／日（４００ｇｐｄ）の残留
物を最終的に廃棄すればよいことになる。これは、従来の標準廃液処理システムに比較す
ると流入液流の０．１％を大幅に下回り、最終廃棄用残留物における１０から１への削減
をさらに上回ることを示している。
【００６２】
　図１３および図１４には、隣接する廃液処理システム（図１３に部分的に図示）と併用
して、廃液処理システムからの合計廃棄汚泥物を削減する独立型汚泥削減システム（ＳＲ
Ｓ）１３００が例示されている。ＳＲＳシステム１３００の平面図である図１３に示すよ
うに、これは廃液処理システムの連続回分反応槽タンク１３０２に隣接し、廃液システム
用の別の従来型好気性消化槽タンク１３０４にも隣接する。
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【００６３】
　汚泥削減システム１３００は、およその縮尺で図示した嫌気性タンク１３０８、無酸素
性タンク１３１０および好気性タンク１３１２を含み、これらは上述のように操作される
。好気性タンク１３１２ではジェット式吸引器１３１４による混合および曝気を行い、適
切に汚泥をシステム内に導入することにより、好気性消化槽１３０４のどちらかあるいは
双方からの廃液汚泥を収容かつ処理することができる。このシステムについて、ＳＢＲタ
ンク１３０２あるいは好気性消化槽１３０１からの廃液汚泥１３０６を、スクリーン１３
１６で寸法が大きく一般に不活性である粒子を濾過した後、カバーした嫌気性タンク１３
０８に導入してよい。スクリーン１３１６からタンク１３０８、１３１０、１３１２のい
ずれのタンクに放流してもよいが、嫌気性あるいは無酸素性タンクへの放流が好ましい。
通常無機物を多く含有する、嫌気性タンク１３０８底部からの重く沈殿した固形物を、集
塵サイクロン１３１８にポンプ注入して砂粒を除去した後、嫌気性タンクあるいは好気性
消化槽に返送してよい。
【００６４】
　以上、本発明を装置および方法の具体的な実施例により説明してきたが、本開示を基に
してさまざまな修正および変更を加えられ、これらも貼付した請求の範囲の範囲内である
ことを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【図１】 本発明によるサージ無酸素性混合連続回分反応処理の実施態様を示す処理フロ
ーの略図であり、廃液は、相互作用する無酸素性領域および好気性領域において処理され
る。
【図２】 図１に例示したフローに類似の、本発明の別の実施態様を示す処理フローの略
図であり、１つの無酸素性領域からの混合液が２つの曝気回分反応および傾瀉領域と交互
に相互作用する。
【図３】 本発明の実施態様によるサージ無酸素性混合処理設計を用いた２槽式処理池連
続回分反応槽による廃液処理プラントの平面図である。
【図４】 図３のサージ無酸素性混合連続回分廃液処理プラントをＡ－Ａ線で切取り、一
部を取り払った側断面図である。
【図５】 図４のＢ－Ｂ線で切取った図３の処理プラントのうち、サージ無酸素性混合チ
ャンバと連続回分反応チャンバとを示す側断面図である。
【図６】 １つのサージ無酸素性混合チャンバが１つの連続回分曝気および傾瀉チャンバ
と相互作用する小型設計である連続回分反応槽システムの別の実施態様を示す平面図であ
る。
【図７】 Ａ－Ａ線で切取った図６の連続回分反応槽システムを示す断面図である。
【図８】 図１～図７に例示したサージ無酸素性混合システムなどの廃液処理システム用
改良型表面スカム除去装置およびタンク内フロー調整拡散装置の実施態様を示す側断面図
である。
【図９】 図８のフロー調整および静止拡散装置を示す斜視図である。
【図１０Ａ】 サージ無酸素性混合廃液処理システムの操作の傾瀉ステップにおいて高速
フロー状態にある、図９のフロー調整および静止拡散装置を示す平面図である。
【図１０Ｂ】 サージ無酸素性混合処理システムの相互作用ステップにある図９の装置を
示す平面図である。
【図１１Ａ】 従来の廃液処理システムにおける一般の固形物バランスを示すフロー略図
である。
【図１１Ｂ】 本開示によるシステムの特定実施態様における一般の固形物バランスを示
すフロー略図である。
【図１２Ａ】 再循環による嫌気性汚泥削減を組み入れた集約型サージ無酸素性混合シス
テムのフロー略図である。
【図１２Ｂ】 再循環による嫌気性汚泥削減を組み入れた集約型サージ無酸素性混合シス
テムのフロー略図である。
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【図１２Ｃ】 嫌気性再循環予備処理を利用した汚泥削減システム装置のフロー略図であ
り、無機含有物の除去を行うその汚泥削減システムを含む。
【図１２Ｄ】 嫌気性再循環予備処理を利用した汚泥削減システム装置のフロー略図であ
り、無機含有物の除去を行うその汚泥削減システムを含む。
【図１３】 図１２に示したシステムなどのフロー処理設計に有用な汚泥削減システムを
示す側断面図である。
【図１４】 図１２に示したシステムなどのフロー処理設計に有用な汚泥削減システムを
示す平面図である。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】
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【図１１Ａ】 【図１１Ｂ】

【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】
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【図１２Ｃ】 【図１２Ｄ】

【図１３】 【図１４】
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